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６ 再編検討内容と対象道路の考え方 

 

（１）再編検討内容と手順 

都市計画道路網の再編検討は、再編検討の評価指標と基本道路網を照らし合わ

せ、問題区間の対策検討と未着手路線の必要性について検討を行う必要がある。 

また、都市全体としての道路網ネットワークの妥当性を検証し、加えて、整備

効果の高い路線を優先的に整備していくため、各路線の整備順位付けを行うこと

が必要である。（図６－１、２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図６－１ 道路網再編検討の内容と手順 

 

 

 

 

① 問題区間の対策検討 
[基本道路網の問題区間] 

・「道路網の長期的なあり方」に基づき設定
する評価指標と基本道路網を照らし合わ
せ、評価指標を満足しない問題区間を抽出
する。 

・問題区間においては、その改善効果や投資
効果、実現性等を総合的に勘案して新たな
道路の計画や未着手路線の整備などの対応
策を検討する。 

 

②未着手路線の必要性の検討 

・未着手路線について、①の問題区間の対応
策との関連性を踏まえた上で、上位計画や
他事業との関連性、道路の配置バランス等
を総合的に勘案しながら、その路線の必要
性や計画の変更の必要性について検討す
る。 

・変更が必要と判断された路線については、
求められる機能、役割に応じて、道路幅員
や道路構造、ルートの見直しを検討する。 

 

③全体網での検証と整備優先度の考慮 

・①、②の検討によって作成した新たな道路網について、「再編検討の評価指標」と照らし合わせ
て､その妥当性を全体網で検証する。 

・さらに、事業予算規模や道路整備の実現性について検討し、各路線の整備順位付けを行った上
で、優先度の高いものから順に都市計画決定に向けた手続を進めていく。 
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▲図６－２ 道路網再編検討フロー 

 

再編検討の評価指標による検証 

基本道路網 
(未着手路線を除いた幹線道路網) 

存 続 

●優先度 

優先度の高いものから実施レベルでの検討・合意形成 

新たな道路網(案) 

必要？ 

未着手路線の必要性検討 

総合的判断 
●上位計画･他事業との関連性 
●道路の幹線性 
●投資効果 
●道路機能配置バランス  等 

問題区間の対策検討 

比較検討 
●問題区間の改善効果 
●他区間に及ぼす影響 
●投資効果 
●実現性 
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再編方策 
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＜step3＞ 
全体網で
の検証 

問題区間抽出 
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＜step4＞ 
整備優先
度の考慮 総合評価による各路線の整備順位付け 

問題あり区間との関連性 

未着手ルート 
として残る区 
間がある場合 

あり なし 

計画変更※ 変更なし 
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整 備 

都 市 計 画 決 定 手 続 
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 （現道の活用含む） 

道路断面変更 
 （拡幅／縮小） 

再編検討の評価指標による検証 ＯＵＴ 
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（２）対象道路の考え方 

再編検討の対象道路は、市域全体で都市の骨格となる道路を検討することか

ら、都市計画上の道路種別である「幹線街路」を基本としながら、２つの検討内

容別に以下のように区分して設定することが望ましい。 

▼表６－１ 対象道路の考え方 

検討内容 対象道路 

①問題区間の対

策検討 

[着手済路線の 
問題区間] 

・再編検討の評価指標による検証の結果、問題区間となった主要幹線

道路、幹線道路（都市計画道路以外の道路を含む）。 

・なお、補助幹線道路は、個別のプロジェクトや狭域の都市交通課題

に対応するために計画決定される場合が多く、市域全体からの検討

の必要性は低いことから対象としない。 

②未着手路線の

必要性検討 

・幹線街路の未着手路線（補助幹線街路を含む） 
・ただし、以下の路線については、今後事業化が見込まれるため、対
象としない。 
  1)平成元年以後に都市計画決定された路線 

  2)今後10年以内に事業化の予定がある路線 

注：対象道路と検討フローの関係は図６－４を参照 

 

なお、自動車専用道路については、具体の位置や構造タイプなどはより広域的

な観点からの個別検討が必要であることから、別途個別に検討することが望まし

い。ただし、新規路線の提案において、その必要性が認められる場合において

は、自動車専用道路として提案を行うこともあり得ると考えられる。 

また、都市計画道路網のあり方及びその再編を検討するためには、都市内にお

けるまとまった交通を受け持つとともに、都市の骨格を形成する幹線街路の各々

の路線について、機能や設定を明確にして区分する必要がある（表６－２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

▲図６－３ 検討対象道路の考え方 
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▲図６－４ 対象道路網と検討フローの関係 

 

 

▼表６－２ 幹線道路の機能区分の考え方 

1)主要幹線道路 ・都市の拠点間を連絡し、自動車専用道路と連携して都市に出入りす

る交通および都市内の枢要な地域間相互の交通を集約して処理する

道路。 

・特に高い走行機能と交通処理機能を有し、都市構造に対応したネッ

トワークを形成するよう計画することが望まれる。 

2)幹 線 道 路 ・都市内の各地区、または主要な施設相互間の交通を集約して処理す

る道路。 

・特に市街地内においては、主要幹線道路、補助幹線道路で囲まれた

区域内から通過交通を排除し、良好な環境を保全するように適切に

配置されることが望まれる。 

3)補助幹線道路 ・主要幹線道路または幹線道路で囲まれた区域内において、当該区域

の発生または集中する交通を集約し適正に処理する道路。 

・区域内において、良好な都市環境を実現するため、区域内を通過す

る自動車交通の進入を誘導しないように配置することが望まれる。 

 

 

 

 

 ＜ｓｔｅｐ１＞ 
 →基本道路網のみ 
 
＜ｓｔｅｐ２＞ 
 →既定都市計画道路(幹線街路)＋ 
  都計道以外で幹線性の髙い道路 
 
＜ｓｔｅｐ３＞ 
 →基本道路網＋新規提案道路＋ 
  未着手路線のうち存続する道路 

※再編方策と対象道路網の関係 
 新規ル

ートの
提案 

現 道
改良の
検 討 

未着手
ルート
必要性 

自動車専用道路 △   
主要幹線街路 ○ ○ ○ 
幹線街路 ○ ○ ○ 
補助幹線街路   ○ 

○：主たる対応 △：ありうる対応 

未着手で存 
続するもの 

未着手で廃
止するもの 

都市計画道路の 
未着手路線 

都計道以外で幹線性
の髙い道路(整備済) 

既定都市計画道路(幹線街路) 

基本道路網(整備済･整備中) 

基 本 道 路 網 新規提案 
道  路 

ｓｔｅｐ１ 
問題区間抽出 

ｓｔｅｐ２ 
→区間別再編方策 

ｓｔｅｐ３ 
→新たな道路網(案) 

 

 
整備済･整備中 未着手路線 

都計道以外 都計道 

新規ルート
の提案 現道改良の検討

未着手ルートの 
必要性検討 
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７ 再編方策の選択方法 

 

（１）問題区間の対策検討方法 

基本道路網（未着手路線を除いた幹線道路網）を対象とした問題区間の対策検

討は、以下のような評価方法により複数の対策案を総合的に評価して最適な対策

案を選定することが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図７－１ 問題区間の対策検討方法 

検討対象         
対策案の選定  

基本道路網における問題あり区間 
(主要幹線道路･幹線道路) 

②未着手ルート 
   整備案の試算 
 
 ●将来交通量 
 ●概算事業費 
       等 

①現況道路改良案 
      の試算 
 
 ●将来交通量 
 ●概算事業費 
       等 

③新規ルート 
   整備案の試算 
 
 ●将来交通量 
 ●概算事業費 
       等 

④総合評価による  ●問題区間の改善効果 
 最適案の選択   ●他区間に及ぼす影響 
          ●投資効果 
          ●実現性 

未着手ルート整備案の選定 

①：現況道路改良 
②：未着手ルート整備 
③：新規ルート整備 

可能性が 
ある案を 
複数選択 

現況道路改良案の選定 新規ルート整備案の選定 

未着手路線 
の検討へ 
 

未着手ルートとして 
残る区間がある場合 

未着手路線 
の検討へ 
 

未着手ルートとして 
残る区間がある場合 

ＯＫ 

・拡幅 
・線形改良 
・交差点改良 等 

変   更 変更
なし 道路断面 

(拡幅/縮小) 
ルート 

(現道の活用含む) 
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▲図７－２ 問題区間における対策比較検討のイメージ 

 

 

 

 

 

既決定道路（整備済み）の拡幅 

新規都市計画道路 

現道路のまま 

③新規ルート整備 

未着手ルート 
として 
残る区間 
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前提としたルートに変更 
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沿道利用促進 

①現況道路改良 

未着手ルート
として 
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低規格既存道路 

既決定道路 
（未着手ルート） 

既決定道路 
（整備済み） 

基本道路網 

× × × 
× × 

渋滞 

未着手ルートの整備

既存道路の 

問題区間 
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（２）未着手路線の必要性検討方法 

未着手路線の必要性検討は、以下のような評価方法により総合的に判断して、

存続（変更なし、変更(道路断面・ルート)）もしくは廃止を選択することが望ま

しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図７－３ 未着手路線の必要性検討方法 

⑤総合評価 
●事業化可能性 
●配置バランス 
●ﾈｯﾄﾜｰｸの連続性 

必要性 
なし 

必要性 
あり 

ＹＥＳ 

未着手路線の必要性検討対象道路 
（問題あり区間との関連性なし） 

①他事業との関連性 

②道路の幹線性 

③投資効果 

④定性的評価 

問題区間の対策検討で残
された未着手ルート 

●将来交通量 
●道路機能分類 

●費用便益比 
●代替ルートの有無 
●既存道路の活用 

●将来都市構造 
●沿道土地利用 
●防災 
●都市環境保全 
●自転車・歩行者 

ＮＯ 

 

小さい 

⑤総合評価 
●事業化可能性 
●配置バランス 
●ﾈｯﾄﾜｰｸの連続性 

廃止区間 

道路断面･ルートの検討 

大きい 

補助幹線 主要幹線 
・幹線 

●道路構造令（現行） 

 必要性なし 

存続区間 
変 更 変更 

なし 道路断面 
(拡幅・縮小) 

ルート 
(現道の活用を含む) 

既定計画や地域状況の整理 

必要性あり 
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８ 合意形成・市民参加のあり方 

 

道路網再編の検討においては、市民と行政の協働体制によって検討を進めるべき

である。 

そのため北九州市は、道路網再編の具体案にさまざまな意見や提案を取り入れる

よう、学識経験者や市民代表等によって構成する検討組織を設置するとともに、検

討段階での情報を市民にわかりやすく公表し、パブリックコメントの募集、アン

ケートの実施等により積極的に意見を収集して、その意見にどのように対応したか

についても公開するべきである。 

 

 

 

９ 今後の進め方 

 

今回、北九州市から諮問を受けた「北九州市都市計画道路網のあり方について」

都市計画審議会で調査・検討したところ、再編検討の必要性が見出され、再編の方

向性として「都市計画道路網の長期的なあり方」「都市計画道路網の整備方針」を、

また再編検討の方法として「手順」「対象道路の考え方」及び「合意形成・市民参加

のあり方」などの基本的事項について提案し答申として取りまとめた。 

今後、この答申に基づき、具体的な再編検討を早急に着手すべきである。 

また、都市計画道路を取り巻く環境は今後とも変化していくものと考えられるこ

とから、都市計画道路網がこれに対応しているか適宜検証していくべきである。 
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